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自立と共生を目指して
主体的に行動する消費者の育成

～消費生活と他分野・他教科・他機関との関連～

関市立関商工高等学校
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高等学校

「家庭総合」

（１）人の一生と家族・家庭

（２）子どもや高齢者とのかかわりと福祉

（３）「生活における経済の計画と消費

（４）生活の科学と環境

（５）生涯の生活設計

（６）ホームプロジェクトと学校家庭クラブ活動

「家庭基礎」

（１）人の一生と家族・家庭及び福祉

（２）生活の自立及び消費と環境

（３）ホームプロジェクトと学校家庭クラブ活動ホームプロジェクトと学校家庭クラブ活動

ホームプロジェクトと学校家庭クラブ活動

小学校

中学校

Ａ 家庭生活と家族 Ｂ 日常の食事
と調理の基礎

Ｃ 快適な衣服と
住まい

Ｄ 身近な消費生活と環境

Ｂ 食生活と自立 Ｃ 衣生活・住生活
と自立

Ｄ 身近な消費生活と環境

Ａ 家族・家庭と
子どもの成長

他の３つの内容との関連を図り実践的に学べるよう配慮

家庭科の教科理念
自立を図り、他者や社会、自然と共に生きる、

共によりよい生活をめざしていく

他の３つの内容との関連を図り総合的に学べるよう配慮

自立 共生



本校の取り組み 関市立関商工高等学校

校訓 「至誠明朗」
知・徳・体の調和のとれた知・徳・体の調和のとれた
創造的・人間性豊かな創造的・人間性豊かな

実践力のあるスペシャリストの育成

ホームプロジェクトと学校家庭クラブ活動

「生きる力」を育む
実践的・体験的な学習活動

自ら考え、行動し、解決を図る考え、行動し、解決を
（問題解決学習）

ホームプロジェクト

一人ひとりが

自分の家庭生活
の充実向上を目指す

実践活動

家族・家庭のために

学校家庭クラブ

グループや学校単位で

学校や地域の生活
の充実向上を目指す

実践活動

学校・地域のために



「味」「価格」を重視
カロリーなど栄養表示に比較的関心が
高い。
口コミと言っても、実際に口にした経験

談だけでなく、ＣＭやネット、特に最近
は、テレビ番組での紹介などで買う
ことも多い

表示に関しては、製造
年月日には関心をもつ
が、原産国や安全性
（添加物の有無）に関し
て重視していない

（％）

生徒の実態調査

消費行動に関するアンケート調査

おこづかいを月決めでもらい、そ
の範囲で1ヶ月の収支を管理する
経験をしている者は多くない

1ヶ月にもらっている金額(平均) 4,043円

「目的をもって計画的に貯める
意識はまだ少ない。



自分の判断で注文し
所持金の範囲で代引
き、コンビニでの支払
いで購入する者もいる

日常的に保護者も
利用することが増え
「特別な購入方法」
ではなくなってきて
いる。

上段：親と相談
下段：自分で判断

「サイズ」や「風合い」
に関する失敗

ゲームや動画など
情報の購入に関する

トラブル



生徒の実態
消費行動生活設計

生活費
収支のバランス

働き方
ワークライフバランス

トラブルへの適切な対応

商品・サービス

知識不足・偏り
購入方法の
適切な選択

望む生徒の姿

A
生涯を見通した
経済管理・計画

B
適切な意思決定
責任ある消費行動

C
消費者問題に関する
協働的な活動

高校卒業後の生活

生活設計に関するアンケート調査

高校卒業後は就職を希望
する者が多いが、それ以後
の生活を現実的にイメージ
することが難しい



消費者教育の体系イメージマップとの関連

人の一生と家族 テーマ４
働くこと職業に就くこと（就職）について考えよう

働くことの意義を考える

人の一生と家族 テーマ５

給与の仕組みと、差し引かれている
税金・社会保険料について知ろう

消費者として自立する テーマ１
かしこく選択、購入そして消費するために

必要なことについて考えよう

ファストファッションの裏側を知ろう

＜関市消費生活相談室・関市社会福祉協議会との協働学習＞
高齢者のかたを消費者トラブルから守るために私たちができること

（仮題）

消費者として自立する テーマ１
かしこく選択、購入そして消費するために

必要なことについて考えよう

主体的な消費行動とは
「意思決定のプロセス」 ２

３

４

５
家庭クラブ活動

調べ学習

私や家族が使う商品やサービス
について調べよう

１ ホームプロジェクト

研究の方法

自立と共生を目指して、主体的に行動する消費者

２つの単元を
関連づけた指導計画
「人の一生と家族」

「消費生活と資源・環境」

「消費者教育の
体系イメージマップ」
（平成２５年 消費庁公表）

実践的・体験的な
学習方法や教材の工夫

問題解決能力、意思決定力
消費者教育推進事業の指針
他機関との協働学習

授 業

ホームプロジェクト 学校
家庭クラブ活動



「消費者（利用者）」から「作り手」に伝える

私や家族が使う商品やサービスについて調べよう１
ホームプロジェクト

事前指導
①調べる商品・サービスの設定 ②実践の手引き・ワークシート配布

実 践 （調査）

レポート → 発表用パネル作成
発表・交流

商品・サービスの内容をくわしく調査する

体 験

企業の
ホームページ

店頭で
の調査

商品の表示
パンフレット

問い合わせ
メール

B
適切な意思決定
責任ある消費行動



生徒の感想 今後の消費生活に生かしたいこと

＜コーヒーチェーン店＞

カスタマイズする楽しさや、新製品を色々出すことで利
益を上げているだけでなく生産地の支援、フェアトレー
の日など、持続可能な商品提供にも取り組んでいること
を知った。今まで意識したことがなかったけどフェアト
商品のマークがあることを知って、買うときに気にし
ようになった。
＜カジュアルウエア販売店＞

シンプルなデザイン、豊富な色揃え、価格の安さが好き
でよく買っているが、UV加工など機能性にも工夫がある
とを知った。これからはそういう点も選ぶときの目にし
きたい。

祖母の利用する介護施設

テニス部の必需品 テニスのガット

よく購入するスナック菓子

発表用パネル
生徒作品例


